
さ
と
り
に
つ
い
て

6
9
ζ
8
巳
昌
σ
q
o
団
ミ
、
＆
費

前

田

至

成

序

論

　
私
は
先
考
に
お
い
て
、
原
始
仏
教
と
部
派
仏
教
の
軍
書
の
問
題
を
論
じ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

れ
は
滅
（
巳
目
。
α
ゴ
9
）
の
語
義
と
展
開
に
係
る
問
題
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
こ
れ

を
大
乗
仏
教
思
想
の
中
に
ま
で
拡
大
し
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
大
乗
仏
教
の
特
徴
は
自
己
と
如
来
の
一
味
平
等
性
を
主
張
し
、
悉
皆
成
仏
説
を

立
平
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
自
己
が
本
性
と
し
て
空
で
あ
ら
ば
、
何
等
の
業
火
に

沈
論
ず
る
こ
と
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
生
死
に
低
迷
し
業
火
に
傷
悩
せ
ら
れ
て
い

る
。
何
故
に
か
く
言
説
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
二
元
論
的
に
了
得
せ
る
分
別
あ
る
故
に
業
火
に
沈
論
ず
る
と
言
う
が
、
何
故
に

分
別
を
起
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
別
は
人
間
主
張
方
法
の
主
要
な
一
つ
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
龍
樹
は
説
く
、
「
分
別
を
否
定
せ
よ
」
と
。
何
故
か
。
無
得
の
得
と

し
て
浬
薬
を
証
得
す
る
と
言
う
け
れ
ど
も
、
解
脱
の
場
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て

成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
さ
と
り
に
つ
い
て

　
以
上
の
よ
う
な
問
い
は
輪
廻
の
主
体
・
解
脱
の
主
体
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
究
明
は
真
実
浬
業
界
の
在
り
方
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
に
於

て
は
第
一
章
で
、
解
脱
の
因
縁
と
浬
架
界
の
真
相
を
明
か
し
、
第
二
章
に
於
て
分

別
の
起
る
因
縁
・
分
別
否
定
の
理
由
を
明
か
す
。
そ
こ
に
、
人
生
の
意
義
・
仏
教

を
信
じ
奉
行
せ
る
意
義
が
明
瞭
に
せ
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
龍
樹
が
説
く
所
の
大
乗
空
に
於
て
は
、
生
死
浬
架
二
手
は
本
来
一
味
平
等
に
し

て
無
差
別
絶
対
の
妙
境
界
で
あ
る
か
ら
不
生
不
滅
な
の
で
あ
る
。
即
ち
勝
義
と
し

て
生
死
は
無
生
で
あ
り
真
実
と
し
て
浬
梨
は
無
滅
で
あ
る
が
故
に
、
虚
空
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

く
、
仏
陀
と
衆
生
は
一
相
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
輪
廻
に
は
浬
梁
と
の
如
何
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

差
別
も
な
く
、
浬
築
に
は
輪
廻
と
の
如
何
な
る
差
別
も
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
拘

ら
ず
、
こ
こ
に
歴
然
と
そ
の
差
別
を
見
る
所
以
は
、
如
来
の
大
悲
の
具
体
相
に
於

て
、
二
界
を
仮
説
し
、
以
て
能
言
逃
言
・
能
知
所
知
等
の
如
く
、
存
在
を
二
元
論

的
に
了
得
す
る
虚
妄
性
、
妄
取
性
の
分
別
心
に
依
る
が
故
で
あ
る
。
素
晴
し
い
絵

師
が
非
常
に
恐
ろ
し
い
夜
叉
の
絵
を
描
い
て
、
そ
の
絵
に
自
ら
恐
怖
す
る
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

世
間
に
対
し
て
覆
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
覆
わ
れ
る
が
故
に
諸
法
は
本
来
無
な
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
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さ
と
り
に
つ
い
て

も
拘
ら
ず
、
無
を
有
と
分
別
す
る
処
に
、
執
着
を
起
し
苦
の
感
情
を
経
験
す
る
。

こ
の
転
倒
の
見
を
具
す
る
故
に
心
は
永
遠
の
毒
薬
に
よ
っ
て
信
望
せ
ら
れ
る
の
で

　
（
5
）

あ
る
。
こ
の
乱
取
性
の
分
別
心
は
龍
樹
に
依
る
と
、
四
生
論
で
あ
り
四
句
分
別
で

あ
る
。
こ
の
二
は
有
無
の
二
元
論
に
依
っ
て
体
系
化
せ
ら
れ
る
故
に
現
実
の
当
体

は
主
客
二
体
と
な
り
差
別
の
世
界
を
形
成
す
る
。

　
元
来
、
真
如
・
法
性
の
当
体
で
あ
る
自
己
が
、
自
己
の
妄
取
心
に
依
っ
て
逸
脱

し
、
弓
取
性
に
縄
縛
せ
ら
れ
た
生
死
迷
界
の
過
客
と
成
る
。
そ
れ
は
無
明
と
い
う

悪
魔
の
悪
戯
で
あ
り
誤
っ
た
我
自
覚
の
変
作
で
あ
る
と
錐
も
、
　
一
面
に
お
い
て
自

己
の
全
存
在
に
於
け
る
真
如
・
法
性
の
当
盤
へ
の
選
遁
と
も
な
り
、
そ
れ
は
自
己

に
課
せ
ら
れ
た
試
練
の
場
と
も
な
る
。
又
他
面
に
お
い
て
は
如
来
と
の
遙
遠
さ
に

対
す
る
驚
愕
と
悲
嘆
と
も
な
る
。
如
何
な
る
意
味
に
於
て
試
練
の
場
と
な
る
の

か
、
と
言
わ
ば
、
即
ち
、
本
来
「
味
平
等
な
る
如
来
の
世
界
は
二
元
論
的
に
分
別

す
る
限
り
了
解
せ
ら
れ
ず
、
又
自
己
の
持
つ
概
念
以
外
の
思
惟
方
法
は
自
己
破
壊

に
於
け
る
恐
怖
と
不
安
の
連
続
が
醸
し
出
す
堪
へ
難
き
世
界
と
誤
認
し
、
以
て
如

来
へ
の
憧
憬
が
喪
失
し
て
し
ま
う
。
換
言
す
れ
ば
、
煩
悩
に
詰
紙
せ
ら
れ
る
自
己

は
遙
遠
さ
に
対
す
る
驚
愕
と
悲
嘆
に
関
し
て
の
選
言
と
相
野
っ
て
、
如
来
へ
の
願

望
に
於
け
る
要
請
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
要
請
は
如
来
の
陣
痛
と
し
て
法
が
衆

生
へ
等
流
す
る
過
程
の
意
味
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
如
来
と
等
し
き
自

己
が
如
来
と
如
実
に
等
し
き
こ
と
の
完
成
の
為
に
敢
へ
て
生
死
界
を
現
起
し
、
そ

れ
が
濫
費
さ
へ
の
驚
愕
と
悲
嘆
の
苦
悩
に
於
け
る
試
練
の
場
を
提
供
す
る
。
そ
の

こ
と
は
一
味
平
等
な
る
如
来
の
陣
痛
へ
と
動
き
行
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
如

来
の
陣
痛
は
、
根
本
仏
教
に
於
て
は
四
諦
法
輪
で
あ
り
、
龍
樹
に
於
て
は
無
相
法
輪

で
あ
る
故
に
、
自
己
の
苦
悩
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
呼
応
は
如
来
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

て
は
法
の
具
体
化
へ
の
動
向
で
あ
り
、
自
己
に
煽
て
は
抽
象
化
へ
の
動
向
で
あ
る
。

　
如
来
に
於
て
生
死
浬
榮
二
界
有
る
に
非
ざ
る
故
に
、
言
語
道
断
、
諸
心
行
滅
の

境
地
な
り
と
錐
も
、
命
取
心
に
縄
遷
せ
ら
れ
煩
悩
に
傷
即
せ
ら
れ
る
臼
己
が
そ
の

世
界
よ
り
遠
離
せ
ん
と
す
る
要
請
を
如
来
が
謬
る
故
に
、
〕
言
説
に
依
ら
な
け
れ

ば
、
最
上
義
は
説
示
さ
れ
な
い
。
最
上
義
に
達
し
な
け
れ
ば
、
熊
手
は
証
得
さ
れ

　
　
（
6
）

な
い
」
か
ら
、
如
来
は
言
説
諦
に
依
り
て
一
切
相
の
寂
滅
せ
ら
れ
た
浬
繋
を
罪
業

な
り
と
言
説
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
呼
応
の
具
体
的
在
り
方
に
於
て
、
「
諸

仏
に
よ
り
て
は
我
が
あ
る
と
仮
説
せ
ら
れ
、
無
我
で
あ
る
と
教
へ
ら
れ
、
又
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

な
る
我
も
な
く
無
我
も
な
い
と
教
へ
ら
れ
た
」
即
ち
戯
論
に
依
っ
て
戯
論
せ
ら
れ

な
い
境
地
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
仮
説
即
ち
教
示
を
目
的
と
す
る
限
り
言
説
せ
ら

れ
る
か
ら
、
コ
切
は
実
で
あ
る
、
ま
た
、
実
で
は
な
い
、
実
で
あ
っ
て
非
実
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
、
実
で
も
な
く
非
実
で
も
な
い
。
こ
れ
が
諸
仏
の
教
へ
で
あ
る
」
と
龍
樹
は

説
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
具
体
相
な
る
自
己
が
抽
象
化
へ
還
元
せ
ら
れ
、
そ
の
結

果
、
真
実
浬
薬
へ
摂
入
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
龍
樹
は
「
救
護
な
き
有
情
を
見

る
か
ら
こ
そ
、
仏
陀
は
大
悲
の
智
力
を
以
て
利
益
す
る
故
に
、
有
情
は
智
慧
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

践
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
正
し
く
、
大
悲
と
遠
離

・
具
体
化
と
抽
象
化
・
陣
痛
と
苦
悩
と
が
相
呼
応
す
る
処
に
、
如
来
は
如
来
と
し

て
の
意
義
が
発
揮
せ
ら
れ
自
己
は
自
己
と
し
て
の
意
義
が
顕
彰
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
　
こ
こ
に
解
脱
の
接
点
が
あ
り
、
般
若
空
智
の
獲
得
の
場
が
あ
り
、
無
得
の

得
、
無
断
の
断
と
し
て
の
浬
梨
摂
入
の
意
義
が
あ
る
。
従
っ
て
、
自
己
の
無
意
識

裡
に
於
け
る
二
元
論
的
分
別
に
依
っ
て
生
死
界
を
興
起
す
る
意
味
は
、
自
己
に
於

け
る
試
練
の
場
を
通
し
て
開
架
に
摂
翻
せ
ら
れ
る
、
こ
れ
が
自
己
完
成
で
あ
り
、

そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
法
の
純
化
徹
底
で
あ
る
。
所
謂
自
己
は
試
練
の
場
を
通
さ
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ね
ば
自
己
完
成
の
為
の
摂
入
が
成
就
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
如
来
は
陣

痛
を
通
さ
ね
ば
法
の
完
成
が
果
遂
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
呼
応
の
関
係
が
成
立
す

る
。
こ
の
呼
応
的
必
然
性
な
る
動
向
に
於
て
、
生
死
浬
薬
二
界
が
設
定
せ
ら
れ
た

と
言
へ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
に
於
け
る
遠
離
へ
の
要
請
は
如
来
の
大
悲
の
陣

痛
を
換
起
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
如
来
の
陣
痛
は
自
己
の
苦
悩
を
知
ら
し
む
る

処
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
如
来
の
陣
痛
の
結
果
、
生
ず
る
も
の
は
経
典
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
龍
樹
に
よ
る
と
無
自
性
空
の
開
顕
で
あ
り
、
自
己
の
苦
悩
の

結
果
生
ず
る
の
は
憂
悲
苦
悩
の
生
死
界
を
惹
起
し
な
い
備
蓄
摂
入
の
世
界
で
あ

る
。
故
に
、
浬
桑
を
分
別
を
超
へ
た
世
界
と
し
て
、
諸
法
の
在
り
方
か
ら
の
み

説
明
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
解
脱
の
意
味
を
問
わ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か

ら
こ
そ
「
妄
分
別
の
水
が
充
満
す
る
処
の
生
死
輪
廻
の
大
海
に
於
て
、
大
乗
の
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

を
運
載
せ
ず
し
て
誰
が
彼
岸
に
到
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
龍
樹
を
し
て
か
く
語
ら
し

め
る
の
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
竜
樹
に
よ
る
大
乗
空
観
の
顕
彰
は
自
己
を
含

む
一
切
の
有
情
を
利
益
し
き
わ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
拙
稿
「
滅
と
ニ
ロ
ー
ダ
に
つ
い
て
」
相
愛
大
学
論
集
二
十
六
巻

『
大
乗
二
十
頒
論
』
正
宗
分
第
一
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
六
・
a
）

『
中
質
』
観
二
陣
品
玉
十
九
偶
（
大
正
三
〇
二
二
六
・
a
）

「
大
乗
二
十
類
論
』
正
宗
分
第
九
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
六
・
b
）

『
大
乗
二
十
類
論
』
正
宗
三
三
十
一
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
六
・
b
）

『
中
論
』
観
四
諦
品
第
十
偶
（
大
正
三
〇
・
三
三
・
a
）

『
中
論
』
観
法
品
第
六
偶
（
大
正
三
〇
・
二
四
・
a
）

『
中
論
』
観
法
品
第
八
偶
（
大
正
三
〇
・
二
四
・
a
）

『
大
乗
二
十
頒
論
』
正
宗
分
第
十
二
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
六
・
b
）

『
大
乗
二
十
頒
論
』
流
通
分
第
二
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
六
・
c
）

さ
と
り
に
つ
い
て

第
一
章
　
卍

繋

　
分
別
の
否
定
は
如
来
の
陣
痛
と
衆
生
の
要
請
が
自
己
に
於
て
内
在
す
る
時
、
解

脱
が
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
体
と
し
て
の
有
無
を
了
得

し
な
い
無
分
別
の
空
見
に
依
っ
て
の
み
、
自
己
に
於
け
る
現
象
の
相
が
打
破
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
真
実
青
灯
は
生
死
を
仮
設
し
、
自
体
と
し
て
の
生
滅
な
き
不
生

不
滅
な
る
世
界
で
あ
る
と
安
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
節
　
部
派
の
細
葉
論
と
の
係
り

　
浬
繋
に
就
て
、
部
派
仏
教
が
説
く
有
余
浬
葉
巷
巴
臣
ひ
Φ
招
旨
巳
暑
気
仁
9
・
旨
と

無
余
浬
架
巳
↓
弓
巴
ぼ
σ
Φ
留
旨
巳
量
9
1
招
旨
の
二
種
と
、
龍
樹
が
説
く
「
自
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

し
て
不
生
不
滅
で
あ
り
、
一
切
戯
論
の
滅
し
た
相
が
浬
葉
で
あ
る
」
と
い
う
不
生

不
滅
浬
架
、
即
ち
真
実
浬
架
と
が
あ
る
。

　
不
生
不
滅
浬
薬
で
あ
ら
ば
、
何
を
断
じ
何
を
滅
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
畢
生
へ
摂

入
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
解
脱
の
意
義
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
運
行
を
修

し
仏
陀
の
教
義
に
直
入
し
、
法
と
附
随
法
と
に
摂
引
す
る
者
に
二
種
の
駒
引
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
。
即
ち
有
余
浬
葉
と
無
余
浬
薬
で
あ
る
。
断
ず
べ
き
煩
悩
、
滅
す
べ
き
生
死
あ

る
故
に
、
二
種
の
浬
葉
が
仮
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
有
余
適
薬
と
は
一
切
煩
悩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
断
ず
と
雛
も
、
依
止
す
る
身
体
が
残
さ
れ
て
い
る
儘
の
浬
架
で
あ
る
。
煩
悩
を

断
ず
と
錐
も
尚
五
薙
の
存
続
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
五
葱
は
清
浄
有
と
し
て
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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さ
と
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
清
浄
五
藏
が
滅
す
る
時
、
無
心
墨
架
を
獲
得
す
る
。

　
〔
煩
悩
を
滅
す
と
錐
も
、
な
お
〕
清
浄
の
身
〔
並
等
の
五
薙
と
し
て
〕
僅
か
な
感

　
覚
が
経
験
さ
れ
る
〔
故
に
、
有
余
浬
葉
な
り
〕
。
無
余
敵
薬
は
光
の
消
滅
の
如

く
五
藏
の
感
覚
が
経
験
さ
れ
な
聡

有
余
浬
架
に
就
て
、
煩
悩
は
断
じ
て
も
五
薙
有
り
と
い
え
ば
人
々
は
無
相
有
相
に

執
着
し
て
、
煩
悩
は
無
な
り
然
れ
ど
五
薙
は
有
な
り
、
と
損
減
し
増
益
す
る
。
無

余
浬
架
も
、
同
様
に
、
煩
悩
と
五
聖
の
滅
相
を
損
減
し
増
益
す
る
。
併
し
乍
ら
、

煩
悩
五
纏
は
自
体
と
し
て
不
生
不
滅
の
故
に
滅
蓋
浬
架
と
し
て
の
滅
は
有
り
得
な

い
。
従
っ
て
有
余
蔽
に
関
し
て
、
煩
悩
は
滅
す
し
か
し
五
言
有
り
と
い
う
分
別
は

何
処
に
も
存
在
せ
ず
、
無
隠
撮
架
に
関
し
て
、
五
薙
の
滅
が
浬
業
な
り
と
い
う
分

別
は
何
処
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
世
尊
は
宣
説
す
。

　
法
は
滅
し
な
い
。
法
は
生
じ
な
い
。
こ
の
世
に
於
て
、
滅
と
生
と
は
決
し
て
存

在
し
な
い
・
有
な
り
無
な
り
と
分
別
す
る
人
亀
浬
渠
を
了
解
し
な
鴨

不
生
不
滅
の
場
に
於
て
遺
骨
が
成
立
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
浬
葉
を
有
な
り
無
な
り

と
増
益
損
減
す
れ
ば
、
輪
廻
転
生
こ
そ
す
れ
浬
葉
の
悟
了
は
な
い
。
こ
の
二
君
梁

は
諸
法
の
当
体
を
歪
曲
し
真
実
落
葉
の
相
を
謬
見
す
る
の
で
あ
る
。

　
部
派
仏
教
が
主
張
せ
る
二
浬
架
は
本
体
を
執
着
す
る
故
に
有
る
に
非
ざ
る
も
の

で
あ
り
、
月
忌
は

　
浬
薬
は
一
切
の
分
別
の
滅
し
た
存
在
で
あ
る
と
理
解
し
な
い
人
々
は
、
浬
樂
を

　
有
無
占
有
亦
無
非
有
非
無
の
存
在
で
あ
る
と
分
別
す
る
人
々
に
対
し
て
指
示
さ

　
　
（
7
）

　
れ
る
。

と
言
う
。
即
ち
、
四
句
分
別
に
お
い
て
浬
葉
の
成
立
せ
ざ
る
義
と
浬
架
の
証
得
さ

れ
ざ
る
義
を
、
龍
樹
は
以
下
に
論
証
す
る
の
で
あ
る
。

一
六

　
有
の
分
別
に
就
て
。

　
先
づ
初
め
に
、
浬
業
は
有
体
で
は
な
い
。
老
死
を
特
質
と
す
る
過
失
が
起
る
。

　
何
と
な
れ
ば
、
老
死
を
離
れ
て
有
体
は
存
し
な
い
か
ら
。
　
（
『
中
論
」
観
渥
薬
品

第
四
偶
・
大
正
三
〇
・
三
五
・
a
）

有
余
浬
架
有
り
と
言
わ
ば
、
そ
の
浬
築
は
滅
せ
ら
れ
る
処
の
有
為
即
ち
五
隠
金
の

如
く
老
死
を
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
、
無
為
と
愚
智
と
は
如
何
な
る
有
体
を
も

認
め
な
い
故
に
有
余
斑
葉
な
る
も
の
は
有
ら
ず
。

　
有
体
な
り
と
分
別
せ
ば
か
く
の
如
き
過
失
が
起
る
か
ら
、
煩
悩
と
老
死
の
非
有

を
認
め
る
無
余
人
薬
は
有
り
と
次
の
如
く
主
張
す
る
。

　
若
し
浬
架
が
有
体
で
な
い
な
ら
ば
、
何
で
非
有
が
浬
繋
で
あ
ろ
う
か
。
有
体
の

　
な
い
処
に
は
凡
て
非
有
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
。
（
『
中
論
」
観
浬
繋
品
第
七
偶
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

大
正
三
〇
・
三
五
・
a
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

こ
の
問
い
の
答
へ
と
し
て
、
月
称
は

　
若
し
煩
悩
と
生
立
の
非
有
が
浬
薬
な
り
と
言
わ
ば
、
其
の
時
、
煩
悩
と
柄
染
の

　
有
が
浬
繋
と
言
へ
よ
う
。
そ
の
有
は
煩
悩
と
生
馬
の
非
有
と
区
別
さ
れ
な
い
。

　
此
の
故
に
有
は
心
葉
な
り
。
然
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
、
解
脱
を
得
ず
し
て
解
脱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
を
得
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。

と
言
う
。
有
は
無
に
相
待
す
る
故
に
、
非
有
な
り
と
言
わ
ば
、
煩
悩
と
生
噛
の
有

が
浬
架
と
な
る
。
と
い
う
月
称
の
論
破
で
あ
る
。
何
故
か
、
即
ち

　
若
し
有
体
が
成
立
し
な
い
な
ら
ば
、
非
有
は
実
に
成
立
し
な
い
。
何
と
な
れ

　
ば
、
有
体
の
変
異
性
を
人
々
は
非
有
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
。
　
（
「
中
論
」
観
浬

芦
品
第
五
偶
・
大
正
三
〇
・
三
五
・
a
）

故
に
龍
樹
は
説
く
。



　
若
し
又
浬
葉
が
非
有
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
そ
の
言
葉
は
無
論
で
あ
る

　
の
か
。
無
畜
の
認
め
ら
れ
る
処
の
非
有
は
存
在
し
な
い
か
ら
。
　
（
『
中
論
」
観
浬

葉
品
第
八
偶
・
大
正
三
〇
・
三
五
・
b
）

　
し
か
し
、
浬
架
が
有
或
は
無
で
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
碧
雲
が
有
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
〔
蕊
を
〕
取
っ
て
、
或
は
〔
因
縁
に
〕
縁
っ
て
生
死
往
来
す
る
状
態
が
、
凡
て
縁

　
ら
ず
取
ら
な
い
の
を
、
浬
架
で
あ
る
と
説
く
。
（
『
中
論
」
自
記
葉
品
第
九
偶
・
大
正

三
〇
・
三
五
・
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

月
称
に
依
る
と
、
往
来
と
は
去
来
の
存
在
で
あ
り
生
死
の
連
続
で
あ
る
と
い
う
。

従
っ
て
、
慈
を
取
り
因
縁
に
縁
っ
て
生
死
が
あ
る
と
安
立
せ
ら
れ
、
此
の
生
死
の

連
続
が
滅
せ
る
時
、
即
ち
因
縁
に
縁
ら
ず
薙
を
取
ら
ざ
る
時
、
不
生
不
滅
の
世
間

が
敵
薬
な
り
と
安
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
死
の
連
続
は
因
縁

所
生
の
故
に
不
生
不
滅
な
り
と
悟
了
す
る
処
に
、
浬
葉
が
安
立
せ
ら
れ
る
と
い

う
。
縁
起
の
順
観
の
儘
が
縁
起
の
逆
観
で
あ
る
。
故
に
、
有
な
り
無
な
り
と
分
別

せ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
の
如
く
、

　
ま
た
教
主
は
生
有
と
二
身
と
の
断
を
説
い
た
。
故
に
、
浬
葉
は
有
体
で
あ
る
と

　
い
う
の
は
正
し
く
な
く
、
非
有
で
あ
る
と
い
う
の
も
正
し
く
な
い
。
　
（
『
中
富
』

観
浬
榮
品
第
十
偶
・
大
正
三
〇
二
二
五
・
b
）

と
龍
樹
は
説
く
。

　
も
し
浬
薬
が
非
有
と
有
体
と
の
両
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
解
脱
は
非
有
と
有
体
と

　
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
（
『
中
論
』
観
浬
薬
品
第
十
一
偶
・
大
正

三
〇
・
三
五
・
b
）

有
と
無
と
が
浬
桑
な
ら
ば
、
因
縁
の
全
体
を
取
る
こ
と
に
依
っ
て
成
立
す
る
故

　
　
　
　
　
さ
と
り
に
つ
い
て

に
、
解
脱
に
関
し
て
、
生
死
そ
れ
自
体
が
解
脱
と
な
り
、
ま
た
そ
の
滅
が
解
脱
と

な
る
。
併
し
、
真
実
浬
葉
は
解
脱
す
べ
き
生
死
も
証
得
す
べ
き
浬
薬
も
な
い
。

　
若
し
浬
架
が
非
有
と
有
体
と
の
両
者
で
あ
る
な
ら
ば
三
二
は
書
取
で
は
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
取
で
あ
る
か
ら
。
（
『
中
置
』
敵
営
薬
品
第
十
二
偶
・
大
正

三
〇
・
三
五
・
b
）
浬
薬
は
有
に
依
り
て
無
、
無
に
依
り
て
有
と
理
解
さ
れ
る
か
ら
、

因
待
の
関
係
に
於
て
成
立
す
る
。
し
か
し
、
因
待
に
は
先
住
論
や
相
応
論
の
過
失

が
起
る
。
有
体
か
非
有
か
の
中
れ
か
が
実
在
す
る
時
に
浬
葉
が
あ
る
と
分
別
す
る

故
に
。

　
浬
桑
が
ど
う
し
て
非
有
と
有
体
と
の
両
者
で
あ
ろ
う
か
、
浬
架
は
無
為
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

　
有
体
と
非
有
と
は
有
為
で
あ
る
。

有
と
は
自
己
の
因
縁
の
全
体
に
依
っ
て
生
ず
る
か
ら
、
有
為
と
し
て
有
を
分
別
す

る
。
無
と
は
有
に
依
り
て
生
ず
る
か
ら
、
又
、
生
に
縁
っ
て
老
死
が
存
在
す
る
か

ら
、
有
為
と
し
て
無
を
分
別
す
る
。
か
く
の
如
き
分
別
に
依
っ
て
、
若
し
繋
累
が

有
と
無
と
の
自
体
に
依
っ
て
あ
ら
ば
、
そ
の
時
浬
葉
は
無
為
で
な
く
有
為
と
な
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

う
。
浬
架
は
有
為
を
獲
得
し
な
い
が
故
に
、
何
故
か
、
即
ち
浬
架
の
う
ち
に
ど
う

し
て
非
有
と
有
体
と
の
両
者
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
が
同
一
処
に
存
在
し
な
い
こ

と
は
、
明
と
暗
と
の
如
く
で
あ
る
。
（
『
中
言
」
観
浬
葉
品
第
十
四
偶
・
大
正
三
〇
・
三

五
・
b
）

火
が
自
他
を
照
さ
ば
火
に
対
す
る
闇
も
自
他
を
暗
く
す
る
と
い
う
如
く
、
有
と
無

と
が
相
互
に
相
違
す
る
故
に
、
浬
薬
に
於
て
は
同
時
に
存
在
し
な
い
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
浬
梁
に
相
応
す
る
様
に
、
浬
架
は
有
に
非
ず
無
に
非
ず
と
分

別
せ
ば
、
龍
樹
は
説
く
。

　
浬
樂
は
非
有
で
も
な
く
、
有
体
で
も
な
い
と
い
う
想
定
そ
の
も
の
は
、
非
有
と
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さ
と
り
に
つ
い
て

　
有
体
と
が
成
立
し
た
時
に
成
立
す
る
。
（
「
中
区
』
観
浬
葉
品
第
十
五
偶
・
大
正
三
〇

・
三
五
・
b
）

有
と
名
称
せ
ら
れ
る
何
か
が
あ
ら
ば
、
そ
の
時
、
そ
の
否
定
に
依
っ
て
、
浬
薬
は

実
に
有
に
非
ず
と
分
別
さ
れ
る
。
無
と
名
称
せ
ら
れ
る
何
か
が
あ
ら
ば
、
そ
の

時
、
そ
の
否
定
に
依
っ
て
、
浬
葉
は
無
に
非
ず
と
分
別
さ
れ
る
。
又
、
有
と
無
と

に
於
て
実
に
存
在
し
な
い
時
、
そ
の
否
定
も
あ
り
得
な
い
。
故
に
浬
架
は
非
有
音

無
と
は
分
別
さ
れ
な
い
。

　
も
し
浬
薬
が
非
有
で
も
な
く
、
有
体
で
も
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら

　
ば
、
非
有
で
も
な
く
、
有
体
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
に
依
っ
て
表
わ
さ

　
　
　
　
（
1
2
）

　
れ
る
の
か
。

即
ち
浬
薬
が
非
有
非
無
で
あ
ら
ば
、
何
に
依
っ
て
表
わ
さ
れ
、
何
に
依
っ
て
得
ら

れ
る
の
か
。
浬
架
が
非
有
非
無
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
現
象
と
し
て
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
（
紹
旨
鴇
鉱
毒
ω
茸
国
ケ
冨
ユ
o
o
ぼ
墨
註
）
。
　
経
験
知
や
空
聾
に
依
っ
て
。
併

し
、
浬
業
は
無
相
で
あ
り
経
験
知
は
相
を
取
る
。
故
に
経
験
知
で
は
番
手
を
証
得

す
る
こ
と
能
ず
。
空
智
は
一
切
戯
論
な
き
故
に
清
浄
智
で
あ
り
、
不
生
な
り
と
浬

葉
を
証
得
す
と
錐
も
、
勝
義
有
と
し
て
説
示
せ
ら
れ
な
い
。
仮
説
を
目
的
と
す
る

限
り
に
於
て
説
示
せ
ら
れ
る
も
、
真
実
浬
業
は
何
人
の
為
に
も
世
尊
は
明
示
せ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
の
如
く
、
浬
架
は
自
体
の
了
得
た
る
分
別
に
依
っ
て
は
解
了
せ
ら
れ
な
い
戯

論
寂
静
の
世
界
で
あ
る
故
に
、

　
一
切
の
有
所
得
は
寂
静
し
、
戯
論
も
寂
静
し
て
吉
祥
で
あ
る
。
如
何
な
る
法
に

　
し
て
も
、
何
処
に
て
も
、
何
人
の
為
に
も
、
仏
に
依
っ
て
説
か
れ
た
こ
と
は
な

　
論
）

　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
輪
廻
に
は
浬
桀
と
の
如
何
な
る
区
別
も
な
い
。
浬
架
に
も
ま
た
輪
廻
と
の
如
何

な
る
区
別
も
な
い
。
（
『
中
論
」
観
浬
葉
品
第
十
九
偶
・
大
正
三
〇
・
三
六
・
a
）

分
別
の
否
定
は
自
己
の
苦
悩
で
あ
り
限
界
状
態
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
分
別
が
超

克
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
超
克
さ
れ
な
い
が
故
に
超
克
さ
れ
る
。
即
ち
、
般
若

空
薫
へ
自
己
の
全
存
在
を
拡
棄
す
る
故
に
分
別
が
分
別
の
儘
に
惑
乱
せ
ら
れ
ず
、

自
己
に
於
て
本
性
と
し
て
の
空
な
る
自
己
が
現
象
の
執
着
性
な
る
自
己
に
惑
乱
せ

ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
戯
論
寂
滅
の
境
地
は
単
に
分
別
の

無
を
意
味
す
る
の
で
な
い
。
無
分
別
で
あ
る
か
ら
一
切
が
相
応
す
る
故
に
。
何
故

か
、
即
ち
、
空
性
を
理
解
す
る
人
は
世
間
・
出
世
間
の
事
物
が
理
解
さ
れ
、
縁
起

が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
四
聖
諦
が
理
解
さ
れ
、
三
宝
が
理
解
さ
れ
る
。
又
、

法
と
非
法
の
原
因
と
結
果
が
理
解
さ
れ
、
煩
悩
・
煩
悩
の
原
因
・
煩
悩
自
体
が
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9

解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
善
の
生
存
と
悪
の
生
存
の
区
別
・
輪
廻
、
更
に
、
世
間
の
　
1

一
切
の
慣
行
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
真
実
高
架
は
自
然
の
相
に
帰
す

る
こ
と
で
あ
る
。
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．
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．
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～
c
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⑪
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ω
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さ
と
り
に
つ
い
て

　
一
亀
讐
Φ
渓

⑫
『
中
論
』
観
言
葉
品
第
十
六
偶
（
大
正
三
〇
・
三
五
・
c
）

⑬
　
月
称
註
や
切
ω
ω
帖
．
旨

⑭
　
『
中
論
』
観
浬
葉
品
第
二
十
四
偶
（
大
正
三
〇
・
三
六
・
b
）

第
二
節
　
さ
と
り
の
契
機

　
空
性
真
如
界
は
戯
論
に
依
っ
て
戯
論
せ
ら
れ
な
い
一
相
無
差
別
絶
対
の
境
地
で

あ
り
、
そ
れ
は
無
明
に
依
り
て
傷
悩
せ
ら
れ
な
い
苦
患
な
き
世
界
で
あ
る
。
で
は

具
体
的
に
如
何
な
る
智
に
依
っ
て
何
を
遮
遣
し
何
が
浬
樂
を
証
得
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
即
ち
浬
葉
影
得
の
主
体
と
輪
廻
の
主
体
は
何
か
。

　
無
限
に
生
死
の
過
客
な
る
衆
生
の
相
を
智
見
せ
る
如
来
は
衆
生
の
苦
患
を
陣
痛

と
し
て
感
じ
る
と
共
に
、
生
死
の
当
相
は
自
体
な
き
こ
と
を
も
っ
て
不
生
不
滅
な

り
と
宣
説
し
給
う
。
そ
れ
は
衆
生
が
如
来
相
を
見
聞
し
勇
躍
し
て
生
死
を
解
脱
せ

ん
と
し
た
り
、
又
、
言
説
諦
に
依
り
て
一
切
相
の
寂
滅
せ
ら
れ
た
浬
契
を
浬
業
な

り
と
言
説
す
る
こ
と
に
依
り
解
脱
す
る
が
故
で
あ
る
。
龍
樹
が
説
く
。

　
世
俗
法
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
最
上
義
は
説
示
さ
れ
な
い
。
最
上
義
に
達
し
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
れ
ば
、
浬
梁
は
証
得
さ
れ
な
い
。

そ
れ
故
に

　
生
死
と
浬
架
と
は
、
こ
の
二
有
る
に
非
ず
。
生
死
を
全
知
す
る
は
、
浬
葉
が
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
生
不
滅
と
し
て
言
説
せ
ら
れ
る
。

こ
の
如
く
、
生
な
く
滅
な
し
。
生
と
滅
と
の
道
は
用
胃
醸
。
冨
轟
の
義
の
窪
め

　
　
（
3
）

に
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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さ
と
り
に
つ
い
て

　
生
を
知
る
か
ら
滅
を
知
り
、
滅
を
知
る
か
ら
無
常
を
知
る
。
無
常
性
に
入
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
無
常
を
知
る
か
ら
正
法
も
又
了
解
せ
ら
れ
る
。

生
死
界
は
因
縁
所
生
法
の
故
に
変
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
無
自
体
な
存
在
で
あ
る

か
ら
、

　
起
る
も
の
が
或
る
も
の
に
依
り
て
起
り
た
る
も
の
は
、
自
体
と
し
て
生
ず
る
に

非
ず
・
自
体
と
し
て
生
ぜ
ざ
る
も
の
は
・
ど
う
し
て
生
が
あ
ろ
う
鶴
．

　
因
の
滅
尽
か
ら
寂
滅
す
る
は
、
滅
尽
と
了
解
す
。
故
に
自
体
の
滅
尽
な
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
に
、
ど
う
し
て
滅
尽
が
語
ら
れ
る
の
か
。

何
故
に
自
体
と
し
て
不
生
不
滅
で
あ
る
か
、
と
問
う
な
ら
ば
、

　
若
し
人
、
有
為
が
生
じ
ま
た
滅
す
と
分
別
す
。
彼
等
は
縁
起
に
依
っ
て
世
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
生
滅
せ
る
を
知
ら
ず
。

縁
起
の
理
法
に
於
て
、
生
死
界
が
顕
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
無
臼
性
空

で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
自
体
と
し
て
の
生
滅
を
分
別
し
苦
患
を
経
験
す
る
。
そ

こ
に
輪
廻
転
生
の
過
杜
が
経
験
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
生
死
界
は
真
実
浬
薬
の
場
に

而
て
言
う
な
ら
ば
無
自
性
空
で
あ
り
何
等
の
差
別
も
許
容
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

分
別
を
引
起
す
る
故
に
自
己
は
本
来
清
浄
空
と
し
て
そ
の
儘
に
覚
醒
す
る
こ
と
な

く
し
て
輪
廻
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
輪
廻
の
主
体
が
空
で
あ
る
意
味
が
窺
知
せ

ら
れ
る
。
何
故
か
、
即
ち

　
芭
蕉
の
如
く
。
実
な
く
、
乾
閾
婆
城
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
愚
暗
の
城
な
る
堪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
へ
難
き
世
間
は
幻
の
如
く
見
ゆ
。
前
に
自
体
を
以
て
生
じ
た
も
の
が
、
臼
体
は

　
独
立
自
存
の
故
に
常
住
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
後
に
な
っ
て
、
再
び
滅
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
の
か
。
前
後
際
を
離
れ
、
世
間
は
幻
の
如
く
見
ゆ

　
幻
が
何
時
起
り
何
時
滅
せ
る
か
、
と
分
別
せ
ず
し
て
、
幻
を
知
る
者
は
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
覆
わ
れ
ず
。
幻
を
知
ら
ざ
る
者
は
そ
れ
に
執
着
す
。

　
世
間
の
陽
焔
を
幻
の
如
く
、
慧
を
以
て
見
た
人
は
石
窟
と
後
際
と
の
見
に
依
っ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
て
丸
染
せ
ら
れ
ず
。

縁
起
に
依
っ
て
生
死
界
が
仮
説
せ
ら
れ
る
故
に
自
体
と
し
て
の
生
滅
な
く
仮
象
で

あ
り
幻
の
顕
現
で
あ
る
。
即
ち
、
縁
起
に
依
っ
て
輪
廻
が
仮
説
せ
ら
れ
る
故
に
輪

廻
せ
る
主
体
は
縁
起
で
あ
り
空
で
あ
る
。
縁
起
の
故
に
無
自
性
、
無
自
性
の
故
に

空
と
言
わ
れ
る
の
が
そ
の
意
味
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
無
明
に
依
り
傷
悩
せ

ら
れ
苦
患
を
経
験
を
経
験
す
る
自
己
は
、
本
性
と
し
て
無
自
性
空
の
故
に
陽
焔
と

幻
の
如
き
存
在
で
あ
る
と
錐
も
、
現
象
と
し
て
了
得
す
る
故
に
生
死
と
百
薬
と
を

増
益
し
輪
廻
す
る
。
分
別
を
逸
脱
せ
ざ
る
故
に
自
己
の
限
界
を
意
味
し
、
即
ち
具

体
的
に
六
波
羅
蜜
を
修
行
す
る
こ
と
に
依
り
、
そ
の
限
界
が
自
己
に
於
て
超
克
せ

ら
れ
る
。
空
智
に
依
っ
て
。
従
っ
て
、
自
己
の
全
存
在
を
空
智
へ
拗
棄
す
る
こ
と

に
依
り
、
限
界
が
本
性
と
し
て
の
空
と
相
応
し
、
そ
こ
に
、
真
実
の
六
波
羅
蜜
が

勤
修
せ
ら
れ
る
。
何
故
か
、
即
ち
、
有
に
由
ら
ず
し
て
は
無
は
成
立
た
ず
、
ま
た

無
に
由
ら
ず
し
て
は
有
は
思
せ
ら
れ
な
い
か
ら
、
有
無
の
二
は
自
性
と
し
て
有
り

得
な
い
と
了
達
し
て
、
有
無
の
自
性
を
分
別
す
る
こ
と
な
き
無
所
縁
の
智
に
住
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
故
に
、
龍
樹
は
説
く
。

　
無
明
の
縁
に
依
り
て
起
れ
る
も
の
を
清
浄
智
を
以
て
観
照
せ
ば
、
生
も
又
、
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
に
滅
も
何
等
分
別
さ
れ
な
い
。

　
そ
の
時
、
見
壷
中
に
於
て
浬
架
し
、
又
見
法
燈
に
煮
て
為
す
べ
き
こ
と
が
為
し

　
　
　
（
1
4
）

　
終
れ
り
。

故
に
、

　
大
威
徳
あ
る
人
々
は
三
法
を
智
眼
に
依
っ
て
影
像
の
如
く
見
る
故
に
、
境
な
る
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（
1
5
）

　
泥
に
覆
わ
れ
ず
。

境
な
る
諸
法
を
了
得
し
な
い
故
に
、
無
明
煩
悩
に
悩
乱
せ
ら
れ
ず
大
雨
患
な
し
。

　
転
倒
智
に
依
り
て
愛
着
せ
る
処
に
起
る
煩
悩
が
あ
る
か
ら
、
有
と
無
と
を
別
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
せ
ざ
る
義
を
知
る
処
に
は
起
ら
ず
。

無
所
縁
の
智
に
住
す
る
故
に
能
く
生
死
の
当
体
を
覚
知
し
以
て
有
無
を
分
別
せ

ず
。
そ
こ
に
解
脱
の
因
縁
が
成
立
す
る
。
本
性
と
し
て
空
な
る
自
己
が
仮
設
せ
ら

れ
る
か
ら
、
能
く
浬
薬
を
証
得
す
る
。
故
に
証
得
の
主
体
は
空
な
り
。
そ
れ
故
に

　
所
依
な
れ
ば
執
着
し
た
る
相
と
執
着
せ
ざ
る
相
と
あ
り
。
大
威
徳
あ
る
人
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
所
依
な
け
れ
ば
執
着
し
た
る
相
も
執
着
せ
ざ
る
相
も
有
る
に
非
ず
。

　
か
く
の
如
き
故
に
、
真
実
浬
梨
に
は
不
言
説
浬
薬
と
言
説
浬
薬
の
二
種
が
あ

る
。
不
言
説
浬
薬
は
無
分
別
智
の
領
域
で
あ
る
。
言
説
浬
梨
は
無
分
別
智
を
体
と

し
て
具
体
的
に
展
開
せ
る
処
の
後
門
智
の
頷
域
で
あ
る
。
此
の
二
浬
架
の
成
立
は

縁
起
に
於
て
成
立
つ
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
輪
廻
解
脱
の
主
体
が
空
で
あ
る
か
ら
、

六
波
羅
蜜
が
勤
修
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑨⑧⑦⑥⑤④③②①註

『
中
論
』
観
四
諦
品
第
十
偶
（
大
正
三
〇
・
三
三
・
a
）

『
六
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
第
五
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

『
六
十
頬
如
理
論
』
正
宗
分
第
二
十
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『
六
十
類
如
理
論
』
正
宗
分
第
二
十
二
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『
六
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
第
十
九
偶
（
大
正
・
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『
六
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
第
二
十
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『
六
十
三
三
理
論
』
正
宗
分
第
十
八
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『⊥

n
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
書
二
十
七
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
a
）

『
六
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
第
十
五
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

　
　
さ
と
り
に
つ
い
て

＠＠＠＠＠＠＠＠

『
六
十
頗
如
理
論
』
正
宗
分
第
十
六
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

「
六
十
頒
如
理
論
」
正
宗
分
店
十
七
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

山
口
旧
著
『
中
観
仏
教
三
三
』
四
十
四
頁

「
六
十
類
如
理
論
』
正
宗
分
第
十
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

『
六
十
頒
如
理
論
』
正
宗
分
第
十
一
偶
前
半
（
大
正
三
〇
・
二
五
四
・
c
）

『
六
十
類
如
理
論
』
正
宗
分
第
五
十
四
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
c
）

『
六
十
頒
如
理
論
」
正
宗
分
第
五
十
七
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
c
）

『
六
十
二
三
理
論
』
正
宗
両
三
五
十
八
偶
（
大
正
三
〇
・
二
五
五
・
c
）

第
二
章
ま
よ
い

　
自
己
の
無
意
識
裡
に
於
て
、
ま
た
自
己
完
成
の
成
就
と
法
の
純
化
徹
底
へ
の
果

遂
に
於
て
、
能
知
所
知
、
二
言
所
言
等
の
如
く
、
物
を
二
元
論
的
に
了
得
し
、
以

て
一
切
相
を
開
陳
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
芽
や
諸
行
な
ど
に
は
そ
れ
を
成

立
た
せ
る
種
子
や
無
明
な
ど
の
因
や
縁
が
認
め
ら
れ
る
故
に
存
在
す
る
も
の
に
は

　
　
　
　
（
－
）

自
性
が
あ
る
、
こ
の
自
体
を
中
心
と
す
る
了
得
の
中
に
於
て
執
着
が
引
起
せ
ら
れ

憂
悲
苦
悩
の
生
死
界
を
現
起
し
、
無
始
無
終
に
輪
廻
転
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
自
体
の
分
別
は
真
実
浬
梁
に
違
背
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一
節
　
主
客
二
体
の
理
解

　
存
在
に
関
し
て
、
龍
樹
に
依
る
と
、
生
滅
、
二
三
、
一
異
、
去
来
の
八
事
で
あ

り
、
就
中
、
生
は
八
事
の
根
本
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
生
、
他
生
、
共
生
、
無
因

生
の
四
生
論
と
し
て
明
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
存
在
が
四
生
論
の
範
疇
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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さ
と
り
に
つ
い
て

生
起
せ
る
意
味
は
、
主
客
二
体
に
立
て
存
在
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、

こ
の
二
元
論
の
場
に
立
て
、
世
界
の
生
起
存
在
を
説
明
し
得
る
と
な
す
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
分
別
心
は
更
に
生
死
浬
架
玉
眼
の
開
闘
を
意
味
す
る
。
分
別
心
に

依
っ
て
生
死
界
は
断
ぜ
ざ
る
意
味
に
於
て
有
な
り
と
増
益
し
、
浬
架
界
は
生
死
界

を
滅
す
る
意
味
に
湿
て
無
な
り
と
損
減
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
如
何
な
る
意
味
に

於
て
主
客
二
体
・
有
無
と
い
う
二
元
論
の
場
に
於
て
分
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
物
を
二
元
論
的
に
了
得
し
、
以
て
三
位
苦
悩
の
生
死
界
を
現
起
せ
る
所
以
は
、

無
明
の
離
京
で
あ
り
分
別
心
の
意
作
に
依
る
。
世
界
の
在
り
方
は
情
知
意
（
精
神

と
物
質
、
五
薙
）
の
三
概
念
に
依
っ
て
構
成
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
自
他
の
二
概
念
に

依
っ
て
形
成
せ
ら
れ
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
世
界
は
四
生
論
に
依
っ
て
組
織
せ
ら

れ
有
無
に
依
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
意
は
情
知
を
醸
す
故
に
根
本

概
念
で
あ
り
、
情
知
は
自
己
の
全
存
在
を
確
認
す
る
故
に
媒
介
的
概
念
で
あ
り
、

こ
の
三
概
念
の
具
体
的
顕
現
と
し
て
物
質
を
造
作
す
る
、
こ
の
状
態
が
生
で
あ
り

こ
の
関
係
が
滅
せ
る
状
態
を
死
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
三
概
念
を
根
本
の
構
成

要
素
と
し
て
一
切
相
を
現
起
す
る
処
に
、
自
体
と
し
て
の
世
界
が
形
成
せ
ら
れ
成

立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
一
概
念
に
依
っ
て
一
切
相
が
構
成
せ
ら
れ
る
と
錐

も
、
自
他
と
し
て
の
世
界
が
形
成
成
立
す
る
処
に
苦
界
が
現
生
す
る
。
構
成
は
同

一
概
念
の
故
に
共
通
形
態
で
あ
り
共
通
苦
で
あ
り
、
そ
の
儘
に
成
立
す
る
の
が
共

通
相
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
他
と
し
て
形
成
成
立
、
即
ち
情
知
に
依
っ
て
心
意
志

に
内
臓
せ
ら
れ
る
経
験
相
は
共
通
形
態
で
あ
り
乍
ら
、
そ
の
等
差
が
生
ず
る
、
自

ら
特
有
な
経
験
性
を
内
臓
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
、
特
殊
形
態
で
あ
り
特
殊
苦

で
あ
り
、
そ
こ
に
、
自
は
自
、
他
は
他
と
し
て
の
苦
界
を
現
生
す
る
。
即
ち
自
と

い
う
特
殊
形
態
が
形
成
せ
ら
れ
自
己
と
い
う
不
共
相
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
同

二
二

様
に
、
他
は
他
と
し
て
の
他
己
を
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
世
界
は
自
他
の
区
別
あ
る
儘
に
主
客
二
体
の
存
在
で
あ
り
、
三

概
念
の
成
立
が
有
で
あ
り
不
成
立
が
無
で
あ
る
場
に
於
て
成
立
し
て
い
る
。
即
ち

存
在
と
そ
の
状
態
の
成
立
と
は
分
別
の
有
無
を
意
味
す
る
。
知
覚
の
有
無
に
依
っ

て
、
対
象
を
有
な
り
無
な
り
と
し
て
分
別
し
、
知
覚
す
る
も
の
、
知
覚
さ
れ
る
も

の
と
し
て
主
客
二
体
を
分
別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
知
覚
す
る
も
の
は
自
己

で
あ
り
、
知
覚
さ
れ
る
も
の
は
他
己
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
己
以
外
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
物
と
し
て
概
念
化
す
る
の
で
あ
る
。
如
何
に
共
通
形
態
が
あ
る
と
錐
も
、

自
己
の
特
殊
形
態
の
等
差
に
於
て
他
を
物
質
と
し
て
概
念
化
す
る
。
他
を
物
質
と

し
て
概
念
化
す
る
故
に
、
自
己
に
益
す
る
物
は
常
に
自
己
と
共
に
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
益
せ
ざ
る
物
は
常
に
自
己
と
共
に
非
ざ
る
も
の
と
し
て
分
別
す
る
。
こ
の

関
係
が
破
壊
さ
れ
た
時
、
実
際
、
苦
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
分
別
に
依
っ
て
分
別

さ
れ
る
も
の
は
そ
の
意
味
に
於
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
於

て
世
界
が
成
立
し
、
二
元
論
的
に
分
別
す
る
の
で
あ
る
。
逆
説
す
る
な
ら
ば
、
分

別
心
が
か
く
世
界
を
成
立
せ
し
め
、
そ
こ
に
、
苦
界
を
現
生
せ
し
め
る
の
で
あ

る
。　

実
際
、
苦
楽
の
分
別
に
依
っ
て
自
己
は
自
己
の
存
在
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

分
別
に
は
情
の
分
別
と
知
の
分
別
が
あ
り
、
苦
に
も
情
の
苦
と
知
の
苦
が
あ
る
。

こ
の
二
者
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
得
ぬ
関
係
で
は
あ
る
が
、
そ
の
働
き
に
果
て
、

情
は
自
己
存
在
と
不
離
の
故
に
主
体
の
分
別
で
あ
り
主
体
苦
で
あ
り
、
知
は
自
己

存
在
を
礎
位
す
る
と
言
っ
て
も
単
独
に
観
念
と
し
て
働
く
故
に
客
体
の
分
別
で
あ

り
客
体
苦
で
あ
る
。
主
体
の
分
別
は
苦
に
予
て
は
排
除
、
楽
に
於
て
は
摂
受
を
意

味
し
、
客
体
の
分
別
は
苦
楽
の
感
情
は
明
確
で
な
い
。
但
だ
、
合
理
性
に
相
違
す
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る
と
こ
ろ
の
も
の
を
排
除
し
、
相
違
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
摂
受
す
る
の
で
あ

る
。
主
体
苦
は
客
体
の
合
理
性
と
一
致
せ
ざ
る
不
合
理
性
の
苦
で
あ
り
、
客
体
苦

は
他
の
客
体
と
相
違
せ
る
不
合
理
性
の
苦
で
あ
る
。
更
に
客
体
と
無
関
係
に
単
独

に
起
る
主
体
苦
が
あ
る
。
自
己
存
在
の
根
底
が
覆
へ
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち

自
己
の
危
機
で
あ
る
。
こ
の
三
盆
は
有
無
の
二
元
論
的
分
別
が
根
底
と
し
て
起
る

処
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
苦
に
依
っ
て
華
甲
の
存
在
を
自
覚
す
る
。
即
ち
自
己
は

苦
に
依
っ
て
自
己
を
自
覚
し
、
そ
の
故
に
、
苦
を
起
し
自
己
を
自
覚
す
る
と
い
う

意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
有
無
の
二
元
論
的
分
別
が
か
く
苦
界
を

現
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
存
在
を
増
益
し
損
減
す
る
の
で
あ
る
。
龍
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
説
く
「
業
と
煩
悩
と
は
想
定
か
ら
起
る
。
又
こ
れ
等
の
想
定
は
戯
論
か
ら
起
る
」

と
。
従
っ
て
、
自
己
の
客
体
の
観
念
と
他
の
客
体
の
観
念
と
の
相
違
の
不
合
理
に

於
て
、
自
己
に
と
っ
て
は
執
拗
心
と
な
り
、
他
に
対
し
て
は
諄
論
闘
争
と
な
る
の

で
あ
る
。
又
、
世
尊
は
『
カ
ー
ト
ヤ
ー
ヤ
ナ
教
説
経
』
の
中
に
説
く
。

　
大
抵
の
場
合
、
ヤ
ー
ト
ヤ
ー
ヤ
ナ
よ
、
世
間
の
人
は
有
で
あ
る
こ
と
に
執
着

　
し
、
或
は
、
無
で
あ
る
こ
と
に
執
着
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
彼
は
解
脱
せ
ず
。

　
生
と
老
と
病
と
死
と
憂
い
と
悲
嘆
と
苦
と
不
安
と
心
痛
と
か
ら
解
脱
せ
ず
。
五

　
趣
か
ら
即
ち
輪
廻
転
生
せ
る
牢
獄
の
束
縛
か
ら
解
脱
せ
ず
。
母
の
死
を
悲
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
苦
か
ら
解
脱
せ
ず
。
父
の
死
を
悲
し
む
苦
か
ら
解
脱
せ
ず
。

こ
れ
は
主
体
苦
で
あ
る
。

第
二
節
　
苦
し
み
に
つ
い
て

苦
は
二
元
論
的
に
分
別
し
執
着
を
引
起
す
る
故
に
現
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
さ
と
り
に
つ
い
て

龍
樹

は
分
別
と
言
い
自
体
の
了
得
と
言
う
。
自
体
と
は
「
自
性
は
非
所
作
の
も
の
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
も
の
に
非
相
待
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
月
称
は

　
火
が
三
世
に
亘
っ
て
不
変
の
本
性
な
る
存
在
か
ら
逸
脱
し
な
い
も
の
、
過
去
に

　
無
く
て
現
在
生
起
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
、
火
に
と
っ
て
の
熱
さ
や
、
彼
岸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
此
岸
、
長
と
短
の
如
く
、
因
と
縁
と
に
相
対
し
な
い
も
の

そ
れ
が
自
体
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
即
ち
、
自
体
と
は
独
立
実
体
と
し
て
不

変
で
あ
り
相
対
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
体
は
四
生
論
で
あ
り
四
句
分
別
で

あ
る
。

　
自
体
を
以
て
の
分
別
に
於
て
自
己
の
存
在
を
自
覚
し
、
一
切
相
を
開
陳
せ
る
に

も
拘
ら
ず
、
龍
樹
は
説
く
、
一
切
皆
空
な
り
、
と
。
如
何
に
分
別
が
否
定
せ
ら
れ

る
と
言
っ
て
も
、
自
己
は
分
別
の
範
疇
を
逸
脱
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の

否
定
は
、
生
滅
も
な
く
、
四
聖
諦
も
な
く
、
そ
の
故
に
、
知
断
言
修
な
く
、
そ
れ

等
が
な
い
故
に
四
種
の
聖
恩
も
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
の
八
種
が
な
い
故
に
三

宝
も
な
く
、
果
報
の
実
有
、
非
法
と
法
行
及
び
世
俗
の
一
切
の
言
説
法
を
破
壊
せ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
輩
と
書
論
せ
ら
れ
、
空
法
の
信
行
に
対
し
て
恐
怖
す
る
こ
と
に
な
る
。
空
法
の

信
行
へ
の
恐
怖
は
二
元
論
成
立
の
自
己
や
世
界
に
於
て
現
生
す
る
処
の
苦
よ
り

も
、
新
た
な
る
恐
怖
や
不
安
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
空
性
の
世
界
は
思

議
す
る
能
ざ
る
境
地
で
あ
り
、
そ
の
境
地
は
虚
無
の
深
淵
と
し
て
自
己
存
在
の
破

壊
の
み
な
ら
ず
、
　
一
切
苦
か
ら
の
解
脱
が
不
可
能
と
な
る
。
生
死
界
が
苦
界
な
り

と
言
っ
て
も
、
そ
こ
に
、
解
脱
の
可
能
性
が
認
容
せ
ら
れ
る
が
、
空
性
の
信
行
は

全
く
無
意
味
化
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
間
に
と
っ
て
こ
の
分
別
か
ら

逸
脱
し
得
ず
、
故
に
煩
悩
を
滅
す
る
も
清
浄
な
五
薙
有
り
と
許
容
せ
る
有
余
浬

葉
、
煩
悩
と
五
重
の
滅
が
無
余
得
葉
と
し
て
解
脱
境
を
許
容
し
、
以
て
摂
入
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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さ
と
り
に
つ
い
て

と
執
着
を
起
す
の
で
あ
る
。
生
死
界
復
活
へ
の
嫌
忌
と
浬
桑
界
安
住
へ
の
落
着
に

於
て
。
故
に
龍
樹
は
説
く
。
自
体
を
以
て
の
分
別
に
は
煩
悩
相
と
無
煩
悩
相
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
．
こ
と
、
な
り
、
真
実
浬
架
に
は
分
別
な
き
故
に
こ
の
二
者
な
し
と
。
こ
の
差

別
を
許
容
す
る
限
り
真
実
浬
樂
へ
の
摂
入
は
鎖
さ
れ
、
三
乗
地
に
堕
し
て
大
患
が

あ
る
こ
と
＼
な
る
の
で
あ
る
。

　
自
体
を
以
て
了
得
せ
る
分
別
は
如
何
な
る
相
を
呈
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
別

は
主
客
二
体
・
有
無
の
差
別
的
二
元
論
の
了
得
で
あ
り
、
　
一
切
相
の
根
本
概
念
で

あ
る
独
立
実
体
を
認
め
執
着
を
引
起
す
る
。
具
体
的
に
は
、
善
で
あ
る
諸
事
物
に

は
善
の
本
体
が
あ
り
、
悪
の
諸
事
物
に
は
悪
の
本
体
が
あ
り
、
善
悪
着
れ
と
も
決

定
さ
れ
な
い
が
、
悟
り
の
妨
げ
と
な
る
諸
事
物
に
は
そ
の
様
な
本
体
が
あ
り
、
本

性
と
し
て
善
悪
敦
れ
と
も
決
定
し
て
い
な
い
諸
事
物
に
は
そ
の
露
な
本
体
が
あ

り
、
欲
に
は
欲
の
本
体
が
あ
り
、
物
質
に
は
物
質
の
本
体
が
あ
り
、
非
物
質
に
は

非
物
質
の
本
体
が
あ
り
、
煩
悩
な
き
諸
事
物
に
は
煩
悩
な
き
本
体
が
あ
り
、
苦
・

苦
原
因
・
苦
滅
・
滅
に
至
る
道
に
は
夫
々
の
本
体
が
あ
り
、
修
道
位
に
於
て
断
つ

べ
き
も
の
に
は
修
道
位
に
於
て
断
つ
べ
き
本
体
が
あ
り
、
断
つ
べ
き
で
な
い
も
の

に
は
断
つ
べ
き
で
な
い
本
体
が
あ
る
。
更
に
、
迷
界
か
ら
の
出
離
に
導
く
も
の
と

定
め
ら
れ
て
い
る
諸
事
物
に
は
出
離
に
導
く
本
体
が
あ
り
、
出
離
に
導
か
な
い
も

の
に
は
出
離
に
導
か
な
い
本
体
が
あ
り
、
悟
り
の
部
分
で
あ
る
も
の
に
は
悟
り
の

部
分
で
あ
る
本
体
が
あ
り
、
悟
り
の
部
分
で
な
い
も
の
に
は
悟
り
の
部
分
で
な
い

本
体
が
あ
り
、
悟
り
の
資
助
と
な
る
も
の
に
は
悟
り
の
資
助
と
な
る
本
体
が
あ

り
、
悟
り
の
資
助
と
な
ら
な
い
も
の
に
は
悟
り
の
資
助
と
な
ら
な
い
本
体
が
あ

り
、
そ
の
他
の
も
の
に
も
、
同
様
に
、
夫
々
の
本
体
が
あ
る
。

　
か
く
想
定
す
る
の
は
自
己
の
最
大
な
る
限
界
状
態
を
意
味
す
る
。
逆
に
言
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

ば
、
か
く
想
定
す
る
こ
と
に
依
っ
て
自
己
を
浄
化
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
限
界
状
態
が
自
己
主
張
の
最
大
武
器
で
あ
り
、
龍
樹
が
戯
論
に
依
っ
て
戯
論

せ
ら
れ
な
い
境
地
が
空
な
り
と
説
く
は
、
画
論
で
は
知
り
難
き
故
に
戯
論
を
離
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
分
別
し
難
き
故
に
空
法
を
分
別
せ
ず
、
分
別
せ
ざ
る
故
に
自
己

の
限
界
状
態
を
覚
知
す
る
の
で
あ
る
。
覚
知
す
る
故
に
無
分
別
空
智
を
悟
了
し
、

如
実
に
自
己
と
世
界
と
を
解
了
す
る
の
で
あ
る
。
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乱

立早

　
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
我
の
絶
対
的
自
由
こ
そ
「
さ
と
り
」
の
概
念
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
滅
と
も
表
現
せ
ら
れ
た
。
煩
悩
減
と
塗
薬
力
の
二
面
性
を
示
す
滅
は

戯
論
と
煩
悩
縛
の
暴
流
を
超
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
煩
悩
苦
の
転
成
を
示
し
て
お

り
、
原
始
経
典
で
は
「
世
間
の
滅
を
実
現
し
、
そ
の
道
を
成
就
し
た
る
は
如
来
な

り
。
」
（
南
伝
増
支
部
経
典
一
八
・
四
二
）
と
滅
が
如
来
の
所
成
と
し
て
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
処
が
諸
法
の
分
析
に
徹
底
し
た
部
派
仏
教
に
至
る
と
有
余
、
無
余
の

二
浬
桑
説
が
展
開
せ
ら
れ
、
滅
は
ω
汀
げ
①
同
葺
ω
ξ
の
言
う
よ
う
な
「
構
成
諸
要

素
の
効
力
の
永
久
的
抑
止
」
の
義
に
転
化
し
て
し
ま
う
。
部
派
の
滅
尽
は
主
体
性

の
生
起
を
中
心
と
し
、
有
為
の
生
滅
に
よ
る
分
別
の
域
か
ら
出
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
再
び
大
乗
仏
教
の
祖
、
竜
樹
は
諸
義
を
尽
く
し
て
諸

法
の
無
自
性
、
縁
起
生
な
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
縁
起
に
依
り
生
死
浬
樂
二
界
が
仮
設
せ
ら
れ
る
故
に
一
切
諸
法
は
影
像
の
如
く

無
自
性
空
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
輪
廻
の
主
体
が
空
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
や
が
て
そ
れ
は
阿
頼
耶
識
縁
起
に
流
入
す
る
で
あ
る
。
故
に
生
死
の
世
界
に

低
迷
せ
る
自
己
が
苦
悩
を
感
じ
遠
離
せ
ん
と
菩
提
心
を
発
起
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
こ
の
具
体
的
表
現
が
仏
性
の
開
覚
へ
と
展
開
し
ゆ
く
処
の
如
来
蔵
縁
起

と
し
て
体
系
化
せ
ら
れ
る
で
の
あ
ろ
う
。

　
分
別
は
自
己
の
全
存
在
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
分
別
が
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
な

く
分
別
が
分
別
の
儘
に
解
了
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
空
智
へ
自
己
の
全
存
在

を
拡
棄
す
る
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
六
波
羅
蜜
の
修
行
に
依
り
獲
得
す

　
　
　
　
　
さ
と
り
に
つ
い
て

る
の
で
あ
る
。
故
に
分
別
を
否
定
す
る
の
も
空
で
あ
り
、
要
請
を
感
ず
る
の
も
空

で
あ
り
、
遠
離
せ
ん
と
菩
提
心
を
発
起
す
る
の
も
空
で
あ
り
、
浬
桑
を
獲
得
す
る

の
も
空
で
あ
る
。
全
て
空
の
所
作
性
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
、
如
来
の
純
化

徹
底
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
等
自
己
の
関
す
る
も
の
は
な
い
。
諸
行
も
必

要
で
な
く
、
唯
だ
信
を
奉
行
す
る
以
外
に
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
、
機
を
要
請
す

る
こ
と
に
依
り
、
他
力
思
想
の
展
開
さ
れ
る
意
味
が
あ
ろ
う
。
何
故
か
、
即
ち
具

体
的
実
践
道
と
し
て
は
六
波
羅
蜜
で
あ
る
か
、
ま
た
は
一
心
称
名
で
あ
る
か
に
依

る
か
ら
で
あ
る
。

　
如
上
の
論
述
に
よ
り
、
原
始
仏
教
よ
り
部
派
仏
教
に
至
る
さ
と
り
の
意
義
と
大

乗
仏
教
へ
の
展
開
が
明
ら
か
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
釈
尊
の
縁
起
の
理
法
は
部
派

の
輪
廻
説
に
至
っ
て
認
諾
せ
ら
れ
、
竜
樹
の
般
若
空
観
に
お
い
て
開
花
し
た
の
で

あ
る
。
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